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一はじめに
　
神社の境内には、手を洗い、口を漱ぎ
（注１）
清めるための亭がある
【写真１】 。これを手
ちょうず
水舎
や
（注２）
という。その中に清水をためておく水
盤が置かれているが、これを一般的に手
ちょうず
水鉢
ばち
といい、その中で石製
のものを特に石
せき
盥かん
とも呼ぶ。 「盥」字は、 「水を左右の手で掬
すく
う形＋
皿（容器） 」 らできている。つまり器から両手で水をすくう形であり、そこから「た い」を意味する漢字となった。　
江戸時代、武州（武蔵国）多摩郡田無村の名
な
主ぬし
として活躍した下
しも
田だ
半はん
兵べ
衛え
富とみ
宅いえ
が現在の西東京市にある田無神社（当時は尉
じょうどのごんげん
殿権現社
といった）に弘化二年（１８４５年）に奉納し、昭和五十七年ま実際に用いられていた石製の手水鉢がまだ現存しているこ が判った。調査を依頼さ 拝見すると、これは手水鉢としての役目を終え
たとはいえ、石彫の美術工芸品として大変優れたものであり、後世に残し伝えたい逸品であることが判った。この手水鉢に奉納者下田半兵衛富宅が記した銘中に「新獻石盥一基」とあることからこれを「石盥」と称することとした。　
本稿は、この石盥に刻された銘文の内容と書とその美を中心に考
察を加え、その価値について論考したものである。
現在の手洗舎と新旧
　
現在の手洗舎にある石盥裏面の銘文末尾に「御遷座三百年・昭和
五十七年七月再建・十九代下田富宅」と記され る。下田半兵衛直系の子孫が、昭和五十七年（一九八二）に再建し奉納したものである。こ 石盥の表には「奉獻」と刻され、その裏面には その時、
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二
新しいものと交換するにあたり、それまで用いられてきた弘化二年銘「石盥」に刻されてい 銘文全文をこれにも同様に刻し、さらにこの新石盥を奉納したことを記した冒頭の文章を追 ている。 石盥の正面 刻された中央の三つ巴
どもえ
の
紋所とその右左に一字ずつ刻された「奉」 「獻」という隷書の文字は、 従前の石盥の写しである 【写真３ ・ ４】 ことが判った。　
ところで、現在の石盥に取り換えられてはや三十五年の歳
月が経過している。今年平成二十九年三月末日に仮移動するまでこの古い石盥 同神社西門のすぐ北側の柵の内側奥に置かれていた。銅板製の三角屋根のような蓋をしてあまり人から見えないように外の道との境界柵に接して置かれ いた【写真２】ので、私は今までこの存在に気付かなかった。現在の石盥の銘文より、最初 が作られた時期から想定て銘文 揮毫者は江戸時代に医師であり田無一の能書家と称された賀陽玄雪の書の可能性 高いと気にしていた。しか 、もう存在しないものと、あきらめていた ころだった。　
すぐに拝見しに伺うと、肝心の銘文のある位置（裏面）が、
ちょうどその後ろの柵によって遮ら 、一部分しかみることができない。 こで宮司さんに調査で る範囲の移動をお願いすると快くお引き受けくだ った だが、人力で は重すぎて無理とのことで、石材店 方にお願いし 移動して頂けるとのこと なった次第である。三月三十一日朝、クレーン搭載のＹ石材店の車が境内に到着し、ベルトを丁重に掛けて釣り上げて頂いた。釣り上げた具合から重さは推定約３００キロという。地面に接した底部を観察する には釣り
▲1　現在の手水舎・古い石盥もかつてここにあった。
▲ 3　現在の石盥（昭和 57年再建）
▲ 2　移動前の古い石盥・蓋あり
▲ 4　弘化二年銘石盥
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三
上げられた時しかできないと考え、石盥外側下部等をよく見せて頂いた。底部の石面は、ちょうどいい大きさの形に荒削りした時のままの状態で磨きはかけておらず、そこに文字らしきものは発見できなかった。しば くして、宮司さんのご指示で参集殿北側 塀前に仮移動して頂いた。そ から塵などをぬぐった後に寸法の測定と採拓を開始した。石材店のご主人曰く この石材は、神奈川県真鶴から産出する本小松石であり、こ 種類の中でも硬くてとても上等なものとのことであった。本小松石は、江戸城の石垣にも用いられた石材である。
尉殿権現社（田無神社）と下田半兵衛
　
江戸時代には、鎮守・尉殿権現といった田無神社の創建は鎌倉時
代という。谷戸から現在の地へ遷座し、 だいに境内が充実するにつれ、尉殿大権現と呼ばれるようになる。明治五年（一八七二）に熊野神社 八幡神社を合祀し、田無神社と社名を改め、玄雪の子・玄順が田無神社初代宮司に任命されて、今日に至る。　
ここでは本件を考える上で必要な 江戸期の文政十年以後で、か
つ下田半兵衛がかかわっている事柄を◎を付し次 列記 てみ◎文政十（一八二七）石級・石橋寄進　　　
▲天保の飢饉
( 一八三三～
)
◎弘化二（一八四五）石盥奉納◎弘化四（一八四七）石灯篭奉納◎嘉永元
 ( 一八四八
) 十一月
　
大破した拝殿の修復
◎嘉永四（一八五一）十月
　
本社敷石の敷設
◎安政四（一八五七
 ）七月
　
下田半兵衛冨宅が願主、村役人らが世
話人となり、 「鎮守本社」の再建が提案された。
◎安政六（一八五九）彫工・嶋村俊表作本殿完成 
（現在・都指定有形文化財）
　
江戸時代に田無村を大いに発展させた功労者である名主・下田半
兵衛の相次ぐ寄進によって、しだいに境内が充実していく様子が判る。　
さて、 半兵衛らの田無村鎮守尉殿権現社への奉納は、 現存する「供
養塔」 （本稿では石橋供養塔と称す） 」 の碑文より文政十年 （一八二七）の石級（石段） ・石橋の奉納が判る。その次の奉納が弘化二年のこの石盥であり、十八年の間が空き、その後は、間隔を短くして奉納が続く。この十八年の間にまったく寄進が無かったとは考えられないが、碑石に刻すような大きなも は無かったと考えれば納得がいく。そのわけを調べてみ と、天
てんぽう
保四年
 （一八三三）から天保七
年（一八三六）にかけて全国的に発生した天保の飢饉 るものらしいことが判った。この飢饉は、享保，天明と合せて江戸時代の三大飢饉と称されるものであり、天保四年は関東や奥羽地方は大風雨，洪水，冷害に見舞われ、作柄は凶作となり 保五～六年も全国的に不作が続き，天保七年も天候不順でさら 収穫が減ったという。この四年間も いた飢饉の め米価 じめ諸物価は高騰し，都市，農村を問わず餓死，行倒れ，離散が相次ぎ惨状をきわめたいう。大坂では大塩平八郎の乱が起こり，また諸国 も一揆，打ち毀し
 が続発したという。
　
この弘化二年銘石盥の奉納は、この大飢饉が終わって八年後、つ
まりこの余波が消え、ようやく村民の生活 落ち着きを取り戻し活
－ 170 －
武蔵野教育学論集　第２号
四
気が出てきた頃であったということを見逃せない。養老田碑銘文には、 「飢饉のときは庶民を救 、災難があったときは、お上（君主）を助け 困窮を憐れみ、紛争があるときは解決し、官林（御用林）を茂らしみのりを増やし、民租（民の税）を減らした。いろいろな世助けをし、世俗を良くするために為さないことはなか 」 原文は漢文・拙訳）
（注３）
とある。半兵衛は、この間、金銭を惜しまず
村の復興と村民のくらしのために尽力したに違いない。鎮守への石盥奉納は、またいつもの村 姿に戻っ ことへの感謝の気持ち 多分に含まれていると考える。　
この石盥は、奉納されて以後、手洗舎から撤去された昭和五十七
年までの百三十七年間もの永き間この神社境内で清水を湛え、ずっと田無に暮らす人々の心のよりどころとして信仰され 氏神様とともに田無とその周辺の村々に住む人々の願いと感謝の気持ちを刻んで歩んできたものといえる。
弘化二年銘「石盥」の大きさと様子
　
この石盥の大きさは、 真上から見た外側の大きさが、 縦四四 ・ 五㎝、
横一〇七 ・ 五㎝であり、水槽の部分 内側 最大寸法が、縦二七 ・ 五㎝、 九 ・ 五㎝である。深さは、一七 ・ 〇㎝である。水槽部の底に、水抜き用の小さい穴が一つ【写真５中央やや右より 黒い点にみえる所】 、裏面に向かってあけてある【写真６中央】 。水をためておくときは写真５の穴 銓をし いたものと思われる。裏面中央下部に水を抜いた時の水流 跡を示す変色したシミのようものが残っている。
　
また、正面から見た高さが四四 ・五㎝、上部の横が一〇七 ・五㎝、
下部の横が一〇二 ・ 〇㎝である。正面に三つ巴の紋所と隷書「奉献」の浮彫がある。用いられた石材が、上等で硬い本小松石が得られたので、前面「奉献」の二文字を、同石の彫刻として他にあまり例を見ない、手がとても込んだ浮き彫りで刻すことができたといえよう。現在の石盥にこの文字の写しが刻されていることは、先に述べたが、比較してみるとその良さ（技術 高さ）の度合いがよくわかる【写真３ ・ ４】 。半兵衛奉納の のは、文字の後ろに唐草模様を少し立体的に施し、文字を更に浮き出たせ、精緻に仕上げ 。 の美しさの差は、光りを当ててみると更に判 日光が木漏れ日となって石盥に照ると 刻とその光線の陰影が、共鳴する ごとく一層、美が増幅する。これはまさに匠の技 計算し尽くして刻 ていること 判る。　
村民のためには財を惜しまずかつ神仏にも信仰心がとても厚かっ
た名主下田半兵衛だから そ 高級石材を入手 技術 高い精巧な石工に依頼といった、この二つを為し げることができ ものと思われる。　
裏面には、 「下田半兵衛富宅謹誌」と記された、語句を中国的に
アレンジした漢文の銘文が、文字によって若干の大小があ 縦横三㎝ぐらいの大きさの細字で全一〇八文字、格調高いしっかり した楷書体で刻されている。銘文の揮毫者名は刻されていないが、今回の調査でこの細字の銘文は、文字 字形の特徴といい 書風といい間違いなく賀陽玄雪 書といえる。その詳細については別項で述べる。
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▲ 5　上面の水盥部▲ 6　裏面の刻・水ぬきの穴と染み
▲ 7　銘文の拓本（整本）
▲ 10　銘文原刻「茲乙」 ▲ 9　銘文原刻「邑宰」
▲ 8　前面の刻
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六
銘文の内容
　
弘化二年銘石盥を直接採拓し、この拓本と原刻を詳細に比較検討
しながら作成した釈文が次のものである。冒頭の「富宅」はひと回り小さく刻されている 【写真７】 。自身の名を小さくすることによって神への畏敬の念を表している。四行目「冐
○
」は、冒の俗字である。
冒は、 「おかす」と読み、 「他人の姓を名乗ること」つまり別な姓に変えることの意味であり、ここでは森田姓から下田姓に変わったこと、つまり養子になって苗字が変わったことを指す　
ところで、ここで問題となる三字に
●
印をつけた。
【行数】
１
　
富宅
武州入間郡上
２
　
新井邑産森田清左
３
　
衛門次子文政癸未
４
　
來冐
○
田無邑宰下田
５
　
氏嗣操村務十數年
６
　
于茲毎
●
牴忤時起疾
７
　
病偶發禱恒得應令
●
。
８
　
茲乙巳新獻石盥一
９
　
基於
　
庿前聊報
10　
神恩以表其志云
11　
嗚呼 兮
12　
魏然厥徳
13　
禱恒獲靈
●
14　
永斯守職
15　
弘化二年五月
16　
下田半兵衛
富宅
17　　 　　　　
謹誌
①
富宅
武州入間郡・上新井邑産森田清左衛門次子。
・
 富宅は、 武州入間郡 ・ 上新井邑の森田清左衛門の次子として産る。
武州＝武蔵国のこと。入間郡・上新井邑＝現在の埼玉県所沢市上新井。次子＝次男。富宅の墓石側面にも「亡父下田半兵衛富宅者入間郡上新井村森田清左衛門二男来嗣下田氏爲永々苗字御免祖先焉」と、これと近似した文章が刻されている。
富宅は、武州入間郡・上新井村の森田清左衛門の次男として生まれた。
②文政癸未來冐田無邑宰下田氏嗣。
・
 文政癸
き
未び
、田無の邑
ゆう
宰さい
の下田氏の嗣
し
とし、来たりて冒
をか
す。
文政＝幕末の年号。邑宰＝村の長
おさ
・村長のこと。邑宰のことを養老田碑では、
「里正」 と記している。嗣＝跡継ぎのこと。
　
冐＝冒の俗字。冒す （おかす） は、
他人の姓を名乗ること。
文政年間の癸
みずのと
未ひつじ
の年（文政６年・１８２３） 、田無の邑宰（村
長のこと・名主）下田家の跡継ぎとしてやってきて下田姓を名乗った。
③操村務十數年。于茲毎牴忤時、起疾病偶發、禱恒得應令。
・
  村務を操ること十數 。茲
ここ
において牴
てい
忤ご
する時毎
ごと
に、疾
しっ
病ぺい
偶發
して起き、應令を得ん 恒
つね
に禱
いの
る。
操る＝順調にやりくりすること。
　
毎＝いつも・ごとに。牴忤＝互いに相い
れぬ・くい違う意。つじつまがあわない。疾＝恨み・妬み・疫病の意。病＝やまい・病気の意味。偶発＝偶然に発生する。たまたまおこる意。應令＝令は教え、戒め、教訓の がある。命令に応ず 思し召しに応ず
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七
　
 ◎石盥が奉納された弘化二年（１８４５）頃の時代背景を調べると、すぐ前ごろに天保の飢饉があったことを先に述べた。飢饉は、天保四年（一八三三）から始まり、天保七年まで、低温多雨・大風雨・霜害などが東日本を中心に続いた である。
　
 　
牴忤とは、互いに相いれぬ・くい違う意・つじつまがあわないの意だが、
ここでは人為的なものではなく、天候がつじつまが合わないというような自然災害的な要素の意と考える。
　
村の任務を遂行（やりくり）すること十数年（を経て） 、ここにおいて、天候不順（飢饉）の時ごとに、はやり病が偶然に発生して起き（たまたま発生し） 、神の命令（思し召し・お考え）を得ようと常にご祈祷をした。
④茲乙巳、新献石盥一基於
　
庿前。
・茲
とし
は乙
いつ
巳し
、新しく石
せき
盥くわん
一基、庿
べう
（廟）前に献ず。
茲＝とし・ここ。乙巳＝ここでは弘化二年に当たる。石盥＝直訳すると「石製のたらい」だが、一般的には手洗鉢という。庿＝廟の俗字。神をまつる祠のこと。＊「於」と「庿」字の間は 文字分あけて刻している。下部揃えにするためにわざとあけたのか、草稿時存在した文字を消 刻さなかったのかは不明。
乙きのと
巳み
の年（弘化二年・１８４５〉に、新しく石盥一基を、神
をおまつりする祠の前に奉納した。
⑤聊報神恩
・聊
いささ
か神恩に報いんと。聊か＝いささか。少し。いくらか。神恩＝神様の恩恵。
わずかであるが神の御恩に恩返ししよう 。
⑥以表其志云。
・其の志を表すを以て云ふ。
その志を表し、そして言う。
⑦嗚呼神兮
　　
魏然厥徳
・嗚
あ
呼神よ。魏然たる厥
そ
の徳
嗚呼＝ああ。魏然＝泰然自若としたさま。はるかに抜きん出ているさま 〔荘子〕 。偉大なこと。巍然。徳＝神仏の慈悲・加護・恩恵
ああ神よ。広大無辺な偉大なるその御神徳。
⑧禱恒獲靈
　　
永斯守職
・恒に禱りて靈を獲
う
る。永
とこしへ
に斯
こ
の職を守らん。
恒に＝常に。獲＝得る。靈＝・神霊・神の優れ 徳。魂・霊魂・霊験
常にご祈禱し神霊を得ます（霊験を授かる） 。 （ゆえに）永遠にこの職責をご加護ください。と。
⑨弘化二年五月
　　　
下田半兵衛富宅
　
謹誌
・弘化二年五月
　
下田半兵衛富宅
　
謹しんで誌す。
　
以上の通りとなる。
　
ところが、昭和五十七年再建の現在の石盥裏面に以上の銘文が記
されているように刻されているが、実は、この中で、本文に
●
印を
つけた次の三文字が、この古い石盥の銘文の漢字と異なっていることが判明した である。（１）六行目の「毎」→無（２）七行目の「令」→合（３）十三行目の「靈」→雲このことについて次に見解を述べる。
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八
古・現の銘文の異同について
（１）六行目の「毎」について　
弘化二年石盥の銘を《古》 、 昭和五十七年石盥の銘を《現》とする。《古》
　
于茲毎
●
牴忤時起疾病偶發。
《現》
　
于茲無
◎
牴忤時起疾病偶發。
　「毎
●
牴忤」がなぜ「無
◎
牴忤」と記されたのかその根拠を探る上で、
重要な記述として、養老田碑の次の碑文（原文は漢文・拙訳）があ
げられる
（注４）
。次の文中の翁とは富宅のことである。
　「翁の里正となるより二十九年、今において所轄する四十一村、未だ嘗って吏庭に至らしめず。 」　富宅が名主であり改革組合村田無宿組合の寄場総惣代を務めた
二十九年間、 現在所轄している四十一村は、 全く争いごとで吏庭（幕府の法廷）のお世話になることがなかった。という記述内容である。　
再建された石盥銘文を「無
◎
牴忤」としたのは、この記述による解
釈によるものではなかろうかと考える。養老田碑の記述を 面的に信ずるならば《現》の「無牴忤」 ら「牴忤無き時も疾
しっぺい
病偶発して
起き」 （食い違うことが い時つまり、争いごとがない時でも疾病が偶発して起こり）と読め、先 記述と整合性があるように思われる。 単なる誤読ではなく、 石盥を再建する時 「毎」 を誤りと考え、 「無」に修正したのではないかと推定する。　
しかし、ここでいう牴忤とは人為的なことではなく、私は天候の
くい違いつまり、天候不順を指している 考えたい。天候不順（飢饉を含む）のときごとに、 やり病が偶然に発生し ということが想像できる。そ ために下田半兵衛による、田無常駐 医者としての賀陽玄雪の招聘に至るのである。　
この文字は、深い刻線を眼でたどると明らかに「毎」を示してい
るが、拓本上で仮に「無」としてみると ごくうっすら 「無」の筆画らしき陰影も感じられないではない不思議な刻となっ 。その訳は、 「毎」と「無」 字形は、１ ・ ２画目 共通し、 「毎」の６画目（一番長い横画）が、 「無」の８画目（古典の楷書では一番長い横 ）とほぼ位置が共通してい から 考える。しか 、さらによく刻線を観察して見ると無の下部 四つ 点の一部ら 痕跡
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九
は、偶然の磨滅によるものと考えられることが判った。今度は石面の原刻を観察しつつ、もし、仮に「毎」を構成する筆画が後からの補刻によるものと仮定したと て、 「無」のみを構成する点画部分の刻の深さを目測すると、余りに 浅すぎる。ゆえに、この文字は「無」ではなく明らかに「毎」であると考えられる。（２）七行目の「
」について
《古》
　
禱恒得應令
●
。
《現》
　
禱恒得應合
◎
　《古》 のように 「應令」 とすると 「神様の命令に応ずる」 となり、 「應合」 とすると 「合することに応ずる」 となる。拓本及び原刻を過眼し、刻線を観察 、仮に下部が「口」とする 一画目の縦画が存在しない。原刻写真を見ると一見「今」のように見えるが、更に最終画の部分をよく観察すると 「ヽ
（点） 」 が一つ存在し 「マ」 の形になっ
ていることが判明した。　
次にこの文字の右行の漢字「疾」との位置関係を比較検討してみ
ると下部に点が存在する「マ」の字形であると両字 （疾・令） の筆
 
の最下部同士が揃うことが判る。 「合」 の草書の場合は、 上部は 「
」 
で、下部を「マ」の形に書くことがある。しかし、この字は楷書であり上部は「𠆢」で下部 「マ」なので明らかに「令」である。（３）十三行目の「靈
●
」について
《古》禱恒獲靈
●
　　
永斯守職
《現》禱恒獲雲
◎
　　
永斯守職
　
拓本を過眼すると十三行目の第４字目は、雨冠の下部の草書的な
崩し方が明らかに「靈
●
」である。 《現》の「雲」とすると「雲気を
獲得する」のような意となろうが、 「雲」は見間違えである。
揮毫者賀陽玄雪とその書について
　
賀陽玄雪の人物については、拙論「武蔵野の碑と書・西東京市田
無―養老畑碑・養老田碑考」と「桜樹接種記碑」 「養老田碑と賀陽玄順の書」に詳しく記したのでここでは省略する。　
賀陽玄雪と下田半兵衛は、とても懇意にしていたので、半兵衛か
ら医師としての仕事以外に、書の腕前をも見込んでの依頼（代筆）もかなりあったことと考えられる。玄雪の行草書および漢字仮名交じりの書の書風については、拙論「桜樹接種記碑」に いて でに述べた。落款入りであり個性の満ち溢れた動き 大きい行草書作品はいくつか現存する。しかし、玄雪の楷書に関しては落款入りのものが現存しない。そこで、これらの行草書作品の書の特徴から、まず、玄雪の書の特徴（癖）をとらえ、楷書 も応用して考えてみることとした。　
賀陽玄雪の書の代表作として有名な、総持寺にある巨碑「大施餓
鬼供養塔碑」 （碑Ａ）の正面題字は、玄雪独特 大きな動きの草で書き、その側面には、懐が大きくかつ雄渾な行書 漢文の が刻まれ、玄雪の書風の多様性と書 腕前の確かさ 見せる。 を本格的に鍛錬した様子が窺える名筆であり、これには署名落款が刻されている。　
もう一つ玄雪の草書と行書の特徴を存分に発揮して刻されたもの
として、田無神社正面入り口の参道右側に立つ、下田半兵衛らがか
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一〇
つて鎮守祠前に石級（石の段）と石橋を奉納し田無村の発展を願ったことを記すいわゆる 「石橋供養塔」 （碑Ｂ） がある。正面の題字 「供養塔」の草書の書風は碑Ａの書風ととてもよく似ているので明らかに玄雪の書である。特に「塔」字の草書の崩し方と運筆の緩急の呼吸が酷似している。　
今までこの二碑の草書の題字にみられるような強い個性を内蔵し
た筆致はいったいどこから来るのだろうと少々不思議に思っていた。
▲ 12　碑 B
なぜかというと行書に関しては時には穏やかに時には強く、古典を鍛錬した余韻を感じさせるともに品位が満ち溢れているものだが、草書体のものになるとなぜか激変し、まるで竹刀を握り鋭い眼光でカツを入れているような雰囲気が漂っ いるの ある。晩年の草書になると少し落ち着き、神主さんが祈祷時 用いる大
おお
幣ぬさ
を振る軌跡
を描いているように 見える。凝視していると 神への強い祈りとともに邪気を払おうとする意志を筆致のな に盛り込もうとしている姿がふと浮かんできた。①碑ＡＢＣの「無」の文字比較　
碑Ｂの側面の行書文字は、どちらかというと楷書に近い。その上、
「弘化二年銘石盥」（碑Ｃ）の書との揮毫時期が近いため最適と考え文字の比較及び校合してみたのが次の表である。　「無」に関しては、四本の縦画向きと つ 点の動きと位置関係がよく似ている。　次に碑ＢＣの同
字を比較してみる。
▲ 11　碑 A（正面部分）
碑Ａ「大施餓鬼供養塔碑」 （嘉永五年）草書と行書碑Ｂ「石橋供養塔」 （文政十年）草書と楷書に近い行書碑Ｃ「弘化二年銘石盥」 （弘化二年）楷書
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一一
②碑ＢＣの同字比較（その１）　
表②の 「村」 は木へん第一画めと第三画めの線の方向と角度、 「起」
は走にょうの字形、 「前」は長い横画と抑揚の変化、 「守」はウカンムリの横画の角度とそれぞれの画との接し方とその方向、 「發」ははつがしらの字形、 「年」は、 横画 長さの比と全体感 表③の「門」は各点画の空間 取り方と六画目のそり、 「志」は下部 「心」の二画目のさがり具合、などが特徴的であり、 てもよく似ている。これら筆跡 特徴的な同一箇所を多く含むことから碑Ｂと碑Ｃの楷書の文字は同筆として間違いない。
③碑ＢＣの同字比較（その２）
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一二
まとめ
　
この漢文本文の文案もその刻された書も、中国的な漢語を多く用
いていることから、おそらく下田半兵衛に依頼され賀陽玄雪が半兵衛の意を汲んで起草したものと思われる。江戸時代の書でありならお家流の片燐も見られない漢学者の間で流行した唐様 る。整った中に中国北魏の楷書を思わせる線 力強さを秘めた楷書でもあり、字形のしっかりとしたものが多く格調の高い書である。横画の起筆部分を長めにするところや、心の２画目を大きく下げて書くところなどに玄雪の書 個性的な特徴が見られ 。　
書は賀陽玄雪、奉納者は下田半兵衛富宅、石工名は不明だがかな
りの腕を持った者の仕事である。この石盥には、人々 祈りと江戸時代の村から町へ、そして現代 市へと発展 西東京田無の歴史が深く刻まれている。　
以上のことから、この石盥は 西東京市の歴史・書・美術的な面
から、そして、郷土の歴史・民俗資料としてとても重要な価値 持つものと考える。注（注１）
 
口を漱ぎ⋮盥漱（かんそう）ともいう
（注２）
 
手水舎⋮⋮「てみずや」ともいう
（注３）
 
 「武蔵野の碑と書・西東京市田無―養老畑碑・養老田碑考」より、参考文献参照
（注４）
 
右に同じ
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